
大大
災災
害害
、、東東
南南
海海
・・
南南
海海

地地
震震
にに
備備
ええ
てて

災
害
時
に
新
た
に

「
避
難
準
備
情
報
」を
発
表

No.７４２

９
月
１
日
は
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
日
で
す
。
そ
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
た
め
、
そ
し
て
、
こ

の
時
期
に
多
い
台
風
へ
の
心
構
え
の
意
味
も
含
め
て
昭
和
３５
年
に
「
防
災
の
日
」
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
毎
年
、
防
災
の
日
を
中
心
に
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
、
各
家
庭
や
地
域
で
十
分
な
話
し
合
い
を
行
い
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識

を
持
ち
、
災
害
に
対
し
て
備
え
ま
し
ょ
う
。

今
世
紀
前
半
に
も
発
生
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・

南
海
地
震
。
広
域
に
わ
た
る
甚

大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
大
災
害
か
ら
命
を

守
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
が
必
要
で
す
。

◆
わ
が
家
の
防
災
対
策

突
然
に
襲
っ
て
く
る
災
害
に

備
え
て
、
日
ご
ろ
か
ら
の
準
備

が
大
切
で
す
。

■
住
宅
の
耐
震
性
を
調
べ
る＝

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て

死
亡
し
た
人
の
約
８
割
が
、
住

宅
の
倒
壊
に
よ
る
も
の
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
の
耐
震

性
を
調
べ
、
問
題
が
あ
れ
ば
補

強
な
ど
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
家
具
を
固
定
す
る＝

家
具
や

食
器
棚
を
転
倒
防
止
金
具
な
ど

で
柱
や
壁
に
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

■
非
常
持
出
袋
を
準
備
す
る＝

水
や
食
糧
、
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ

オ
な
ど
を
リ
ュ
ッ
ク
に
ま
と
め
、

す
ぐ
に
取
り
出
せ
る
場
所
に
置

い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
消
火
用
具
を
備
え
る＝

地
震

に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

消
火
器
な
ど
の
消
火
用
具
を
備

え
ま
し
ょ
う
。

■
家
族
で
話
し
合
う＝

家
族
の

役
割
分
担
や
避
難
場
所
な
ど
に

つ
い
て
家
族
全
員
で
話
し
合
い
、

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

◆
地
域
の
防
災
対
策

大
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
お
互
い
に
協

力
し
合
い
、
消
火
、
救
出
、
救

護
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
自
主
防
災
組

織
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◆
徳
島
市
の
防
災
訓
練

徳
島
市
で
は
、
防
災
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
週
間
（
１
月
１５
日
か

ら
１
月
２１
日
）や
防
災
週
間（
８

月
３０
日
か
ら
９
月
５
日
）
な
ど

に
防
災
訓
練
や
研
修
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
避
難
訓
練
、
初

期
消
火
訓
練
、
応
急
救
護
訓
練

な
ど
の
実
践
的
な
防
災
訓
練
や

防
災
研
修
会
、
災
害
図
上
訓
練

な
ど
に
参
加
し
、
一
人
ひ
と
り

が
災
害
へ
の
対
応
策
を
身
に
つ

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災災
害害
はは
突突
然然
にに
やや
っっ
てて
きき
まま
すす
！！

いいいい
つつつつ
かかかか
でででで
はははは
なななな
くくくく
今今今今
備備備備
ええええ
よよよよ
うううう

〜〜
９９
月月
１１
日日
はは
防防
災災
のの
日日
〜〜

災害に備えて、防災訓練を行っています。（昨年９月鮎喰川河川敷）

先
日
の
「
平
成
１８
年
７
月
豪

雨
」
は
、
長
野
、
島
根
、
鹿
児

島
な
ど
の
各
県
に
大
き
な
傷
跡

を
残
し
ま
し
た
。
突
然
に
襲
っ

て
く
る
地
震
と
違
い
、
事
前
に

情
報
を
得
ら
れ
る
は
ず
の
台
風

や
豪
雨
で
も
、
そ
の
威
力
や
影

響
を
完
全
に
予
測
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
常
に
最
悪
の
事

態
を
想
定
し
、
早
め
の
行
動
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

徳
島
市
で
は
、
災
害
の
発
生

す
る
恐
れ
が
高
ま
っ
た
と
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
余
裕
を
も
っ

て
避
難
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
避
難
勧
告
を
発
令
す

る
よ
り
も
前
に
、
新
た
に
「
避

難
準
備
情
報
」
を
発
表
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
避
難
準
備
情
報
を
発
表

し
た
時
点
で
該
当
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
避

難
所
を
開
設
し
ま
す
。
そ
の
後
、

災
害
発
生
の
恐
れ
が
明
ら
か
に

高
ま
っ
た
と
き
は
「
避
難
勧

告
」
を
、
さ
ら
に
災
害
発
生
の

危
険
性
が
非
常
に
高
い
と
判
断

し
た
と
き
は
「
避
難
指
示
」
を

発
令
し
ま
す
。

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
対

し
て
関
心
を
持
ち
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

緊急度
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

﹇
日
時
﹈
９
月
１
日
�
午
前

１０
時
〜
正
午

﹇
場
所
﹈
第
１
会
場

徳
島

市
民
吉
野
川
北
岸
運
動
広
場

（
徳
島
市
応
神
町
）

第
２

会
場

勝
占
東
部
コ
ミ
セ
ン

（
徳
島
市
大
原
町
）

新 規
災害の発生する恐れが高まり、高齢者や
乳幼児など、避難に時間を要する人が避
難を始めなければならないときに発表

避難準備情報

�
災害の発生する恐れが明らかに高まり、
通常の避難ができる人が避難を始めなけ
ればならないときに発令

避 難 勧 告

�
災害の発生する恐れが非常に高いとき、
発令避 難 指 示

大

〈
新
町
・
内
町
地
区
〉（
内
町
コ

ミ
セ
ン
【
幸
町
会
館
】、新
町
小
、

内
町
小
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
城

東
高
、
市
立
体
育
館
、
県
立
青

少
年
セ
ン
タ
ー
、
市
中
央
公
民

館
、
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

県
郷
土
文
化
会
館
【
平
成
１９
年

３
月
ま
で
改
修
中
】、県
医
師
会

館〈佐
古
地
区
〉（
佐
古
コ
ミ
セ
ン
、

佐
古
小
）
Ｊ
Ａ
会
館
、
と
く
し

ま
社
会
保
険
セ
ン
タ
ー

〈
西
富
田
地
区
〉（
西
富
田
コ
ミ

セ
ン
）
天
理
教
名
東
大
教
会

〈
東
富
田
地
区
〉（
東
富
田
コ
ミ

セ
ン
、
富
田
小
）
県
建
設
セ
ン

タ
ー

〈
昭
和
地
区
〉（
昭
和
コ
ミ
セ
ン
、

昭
和
小
、
富
田
中
、
県
立
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
）
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
徳
島

〈
渭
東
地
区
〉（
渭
東
コ
ミ
セ
ン
、

福
島
小
、
城
東
小
、
城
東
中
、

徳
島
商
業
高
、
徳
島
東
工
業
高
、

木
工
会
館
）

〈
渭
北
地
区
〉（
渭
北
コ
ミ
セ
ン
、

助
任
小
、
徳
島
中
、
附
属
小
、

附
属
中
、
徳
島
大
学
常
三
島
体

育
館
）
あ
け
ぼ
の
授
産
セ
ン
タ

ー
、
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
徳
島
厚
生

年
金
会
館

〈
加
茂
地
区
〉（
加
茂
コ
ミ
セ
ン
、

千
松
小
、
城
西
中
、
城
北
高
、

徳
島
工
業
高
、
城
ノ
内
高
、
徳

島
中
央
高
、
県
ト
ラ
ッ
ク
会
館
、

徳
島
県
立
障
害
者
交
流
プ
ラ

ザ
）
Ｊ
Ａ
徳
島
支
所

〈
加
茂
名
地
区
〉（
加
茂
名
コ
ミ

セ
ン
、
加
茂
名
小
、
加
茂
名
南

小
、
加
茂
名
中
、
城
西
高
）
日

赤
徳
島
県
支
部
、
Ｊ
Ａ
加
茂
名

支
所
、
天
理
教
国
名
大
教
会
、

島
田
会
館
、
加
茂
名
中
央
会
館
、

徳
島
大
学
蔵
本
体
育
館
、
徳
島

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
、
県
農
林
水

産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
森

林
林
業
研
究
所
、
名
東
保
育
所
、

蔵
本
公
園
野
球
場
、
看
護
専
門

学
校
、
県
立
看
護
学
院

〈
津
田
地
区
〉（
津
田
コ
ミ
セ
ン
、

津
田
小
、
津
田
中
、
津
田
幼
稚

園
、
新
浜
西
保
育
所
）

〈
沖
洲
地
区
〉（
沖
洲
コ
ミ
セ
ン
、

沖
洲
小
、
市
立
高
）
Ｊ
Ａ
渭
東

支
所

〈
八
万
地
区
〉（
八
万
中
央
コ
ミ

セ
ン
、
八
万
コ
ミ
セ
ン
、
八
万

小
、
八
万
南
小
、
八
万
中
、
ふ

れ
あ
い
健
康
館
、
城
南
高
、
徳

島
文
理
大
学
、
ア
ス
テ
ィ
と
く

し
ま
、
徳
島
文
理
中
高
校
、
徳

島
簡
易
保
険
保
養
セ
ン
タ
ー
）

盲
学
校
、
Ｊ
Ａ
八
万
支
所
、
天

理
教
勝
華
分
教
会
、
天
理
教
八

万
分
教
会

〈
多
家
良
地
区
〉（
多
家
良
中
央

コ
ミ
セ
ン
、
丈
六
コ
ミ
セ
ン
、

宮
井
小
、
渋
野
小
、
飯
谷
小
、

渋
野
公
民
館
、
八
多
保
育
所
、

丈
六
保
育
所
、
飯
谷
公
民
館
）

八
多
分
校
、
神
谷
院＝

通
称
日

浦
公
民
館
、
Ｊ
Ａ
多
家
良
支
所
、

天
理
教
勝
浦
分
教
会

〈
勝
占
地
区
〉（
勝
占
中
部
コ
ミ

セ
ン
、
勝
占
東
部
コ
ミ
セ
ン
、

大
松
小
、
方
上
小
、
論
田
小
、

南
部
中
、
方
上
保
育
所
、
方
上

公
民
館
、
Ｂ
＆
Ｇ
徳
島
海
洋
セ

ン
タ
ー
）
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ

ン
徳
島
、
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
、

Ｊ
Ａ
勝
占
支
所
、
大
原
保
育
園
、

三
軒
屋
集
会
所
、
県
住
西
須
賀

団
地
集
会
所

〈
上
八
万
地
区
〉（
上
八
万
コ
ミ

セ
ン
、
一
宮
コ
ミ
セ
ン
、
上
八

万
小
、
一
宮
小
、
上
八
万
中
、

明
善
会
館
、
一
宮
老
人
ル
ー
ム
、

一
宮
会
館
、
し
ら
さ
ぎ
台
ま
ち

づ
く
り
活
動
セ
ン
タ
ー
）
西
願

寺
、
園
瀬
病
院
、
Ｊ
Ａ
眉
山
支

所
、
大
日
寺

〈
不
動
地
区
〉（
不
動
コ
ミ
セ
ン
、

不
動
小
、
不
動
中
、
不
動
公
民

館
喜
来
分
館
、
不
動
文
化
会

館
）
Ｊ
Ａ
不
動
支
所
、
顕
正
寺

〈
入
田
地
区
〉（
入
田
コ
ミ
セ
ン
、

入
田
小
・
中
）
観
正
寺
、
西
福

寺
、
徳
島
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

Ｊ
Ａ
眉
山
支
所
西
部
出
張
所
、

天
理
教
入
田
分
教
会

〈
川
内
地
区
〉（
川
内
町
民
会
館
、

川
内
北
小
、
川
内
南
小
、
川
内

中
、
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

徳
島
健
康
科
学
総
合
セ
ン
タ

ー
）
Ｊ
Ａ
川
内
支
所

〈
応
神
地
区
〉（
応
神
コ
ミ
セ
ン
、

応
神
小
、
応
神
中
、
応
神
公
栄

会
館
）
四
国
大
学
、
生
光
学
園

〈
国
府
地
区
〉（
国
府
コ
ミ
セ
ン
、

国
府
小
、
国
府
中
）
西
矢
野
会

館
、
天
理
教
国
光
分
教
会
、
国

府
養
護
学
校

〈
南
井
上
地
区
〉（
南
井
上
コ
ミ

セ
ン
、
南
井
上
小
、
市
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
）
井
戸
北
公

会
堂

〈
北
井
上
地
区
〉（
北
井
上
コ
ミ

セ
ン
、
北
井
上
小
、
北
井
上
中
、

む
つ
み
会
館
）
Ｊ
Ａ
北
井
上
支

所

確確
認認
しし
てて
おお
きき
まま
しし
ょょ
うう

災災
害害
時時
のの
避避
難難
所所

※
台
風
時
に
早
め
に
避
難
す

る
場
合
は
前
も
っ
て
消
防
局

に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
時
連
絡
先＝

消
防
局
代

表（
�
６
５
６
）１
１
９
０

地
震
発
生
時
な
ど
に
お
け

る
延
焼
火
災
か
ら
危
険
を
避

け
る
た
め
の
一
時
的
な
避
難

空
地
を
広
域
避
難
場
所
と
し

て
指
定
し
て
い
ま
す
。

徳
島
中
央
公
園
、
蔵
本
公

園
、
徳
島
大
学
総
合
運
動
場
、

市
立
高
、
田
宮
運
動
公
園
、

城
南
高
、
富
田
中
、
津
田
小
、

し
ら
さ
ぎ
台
中
央
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
ふ
れ
あ
い
健
康
館
・
山

城
公
園

◆
広
域
避
難
場
所

月１日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）

〒７７０‐８５７１
徳島市幸町２丁目５
�（０８８）６２１―５１１１（代表）

９2006 平成１８年８月１日現在
（前月比）

（－９５）
（－５０）
（－４５）
（＋４５）

人 口 ２６１，３６１人
男 １２４，５３７人
女 １３６，８２４人

世帯数 １０９，１０４帯
面 積 １９１．３９�

市
で
は
、次
の
施
設
を
台
風
、土
砂
災
害
な
ど
の
災
害
時
の
避
難

所
に
指
定
し
て
い
ま
す
。大
規
模
な
地
震
災
害
に
よ
り
、住
民
の
長

期
避
難
の
必
要
が
生
じ
た
と
き
に
は
、こ
れ
ら
の
う
ち
の（

）内

の
施
設（
主
に
公
共
施
設
）を
、安
全
性
な
ど
の
確
認
し
た
う
え
で
、

避
難
所
と
し
て
開
設
し
ま
す
。な
お
、津
波
を
伴
う
地
震
対
応
の
避

難
所
、避
難
地
、津
波
避
難
ビ
ル
な
ど
は
昨
年
８
月
に
配
布
し
た
徳

島
市
地
震
・
津
波
防
災
マ
ッ
プ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈危
機
管
理

課
�（
６
２
１
）５
５
２
７

●徳島市の広報番組

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日 １１：５０～正午放送

『 徳 島 市 Ｎ Ｏ Ｗ 』（ケーブルテレビ徳島）毎日３回週替わりで放送

徳島市は、個人情報の取扱いについては、「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。



上 級 行 政 事 務

上級・中級消防吏員

病院局（市民病院）

第７４２号 平成１８年９月１日 （２）

徳
島
市
で
は
、
平
成
１９
年
度

の
市
立
幼
稚
園
入
園
児
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

﹇
対
象
﹈市
内
在
住
で
▽
５
歳
児

（
１
年
保
育
）＝

平
成
１３
年
４

月
２
日
〜
平
成
１４
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
幼
児
▽
４
歳
児

（
２
年
保
育
）＝

平
成
１４
年
４

月
２
日
〜
平
成
１５
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
幼
児

﹇
通
園
区
域
﹈小
学
校
校
区
に
準

じ
ま
す
。

﹇
保
育
時
間
﹈午
前
保
育
日
は
８

時
３０
分
〜
１１
時
５０
分
。
午
後
保

育
日
は
１４
時
３０
分
ま
で
。
午
後

保
育
日
は
、
お
弁
当
が
必
要
で

す
。

﹇
保
育
料
﹈月
額
８
５
０
０
円

（
年
額
１０
万
２
０
０
０
円
）

﹇
受
付
期
間
﹈１２
月
２２
日
�
ま
で

（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
は

除
き
ま
す
）

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈入
園
願
書
に

記
入
の
う
え
、
各
幼
稚
園
へ
。

入
園
願
書
は
、
各
幼
稚
園
で
受

け
取
る
か
、
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。

徳島市では、職員採用試験を次の
とおり実施します。
［実施日］１０月１５日�
［会場］上級行政事務・病院局＝徳
島大学総合科学部（南常三島町）、上
級消防吏員・中級消防吏員＝徳島中
学校（中前川町）
［申し込み］所定の申込用紙で９月
５日�から９月１９日�までに、各担
当課へお申し込みを。郵便の場合は
書留（１９日当日消印有効）とし、消
防局は返信用封筒（あて先を記入し、
８０円切手を貼ったもの）を同封して
ください。
［申込用紙］市役所１階案内および
７階人事課（消防局および病院局は
各担当課）にあります。郵便で請求
する場合は、封筒の表に「上級行政
事務請求」などと朱書し、返信用封
筒（角形２号、１２０円切手を貼った
もの）を同封してください。

［受験資格］昭和５３年４月２日から
昭和６０年４月１日までに生まれた人。
［採用予定］８人程度
［試験内容］▽第１次＝教養・専門
試験▽第２次＝小論文試験、適性検
査、面接、集団討論
［担当課］人事課（〒７７０－８５７１
幸町２ �６２１－５０２３）

［受験資格］▽上級＝昭和５３年４月
２日から昭和６０年４月１日生まれで、
消防業務に耐え得る健康な人▽中級
＝昭和５５年４月２日以降生まれで、
消防業務に耐え得る健康な人のうち

救急救命士法による救急救命士の免
許を有する人または平成１９年３月３１
日までに実施される救急救命士国家
試験に合格する見込みの人。
［身体の基準］①視力は一眼でそれ
ぞれ１．０以上（矯正視力を含む。）②
色彩識別能力は、赤色、青色および
黄色の識別が可能③聴力は左右正常
－である人。
［採用予定］上級５人程度、中級２
人程度
［試験内容］▽第１次＝教養試験、
適性検査・体力試験▽第２次＝小論
文試験、適性検査、集団討論、面接、
体力試験、身体検査
［担当課］消防局総務課（〒７７０－
０８５５ 新蔵町１ �６５６－１１９１）

［募集職種］薬剤師・看護師・診療
放射線技師・臨床検査技師・視能訓
練士・社会福祉士・診療情報管理士
［受験資格］▽薬剤師・看護師・診
療放射線技師・臨床検査技師＝昭和
５１年４月２日以降生まれで、各免許
を有する人または平成１９年３月３１日
までに実施される各国家試験に合格
する見込みの人▽視能訓練士・社会
福祉士・診療情報管理士＝昭和５１年
４月２日以降生まれで、申込時に各
免許資格などを有する人。
［採用予定］薬剤師１人程度、看護
師３０人程度、診療放射線技師１人程
度、臨床検査技師１人程度、視能訓
練士１人程度、社会福祉士１人程度、
診療情報管理士１人程度
［試験内容］▽第１次＝教養・専門
試験▽第２次＝面接、小論文試験、
ただし、社会福祉士および診療情報
管理士の第１次試験は教養試験のみ。
［担当課］市民病院管理課（〒７７０
－０８１２ 北常三島町２ �６２２－５１２１
・内線３４０）

市市職職員員採採用用試試験験のの
おお知知ららせせ

平平成成１１９９年年度度

市市
立立
幼幼
稚稚
園園
のの

入入
園園
児児
募募
集集

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
で
は
、
市
民

の
教
養
と
文
化
の

向
上
を
目
的
と
し

た
文
化
講
座
の
後

期
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

﹇
受
講
対
象
﹈１８
歳

以
上
の
人
（
一
部

の
講
座
は
別
）。

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈

９
月
６
日
�
〜
２０

日
�
（
火
曜
日
を

除
く
）
の
１０
時
〜

１８
時
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
、
シ
ビ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
５
階
総
合
事
務

室
へ
。
な
お
定
員
に
達
し
て
い

な
い
場
合
は
、
引
き
続
き
受
け

付
け
ま
す
。

﹇
選
考
方
法
な
ど
﹈応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
受
講
の
可
否
は

本
人
に
通
知
し
ま
す
。
な
お
、

受
講
希
望
者
が
少
な
い
講
座
は

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

シシビビッッククセセンンタターー
後後期期文文化化講講座座受受講講生生募募集集

１０月
開講

保健センター
（ふれあい健康館内）

なんでも相談市民センター
市役所１階 �６２１－５２００・５１２９

ＥＥＭＭ生生ごごみみ処処理理容容器器とと
ボボカカシシをを無無料料交交付付

９月の無料相談
女性センター アミコビル４階

［対象］市内在住で庭や菜園があり、た
い肥を活用できる人。団体は不可。
［交付内容］処理容器１個・ボカシ半月
分
［交付数］４００個（１世帯につき１個。
応募多数の場合は抽選）
［交付方法］説明会（４０分程度。当選者
に通知）を開催し、会場で容器とボカシ
を交付します。
［申し込み方法］往復はがきに、「EM容
器希望」と明記の上、住所・世帯主名（ふり
がな）・電話番号・返信あて名を記入し、９
月１５日�（当日消印有効）までに、生活環
境課（〒７７０－８５７１幸町２－５）へ。
［問い合わせ先］生活環境課（�６２１－
５２０２）

※は保健師、他は医師が相談に応じます。＊※は予約制で、６日�８：３０から電話でのみ予約受
付。先着２７人（各日９人）で１人２０分以内。
＊行政相談委員相談は、ふれあい健康館１階相談室
でも実施。［とき］２０日�１３：００～１５：００
＊司法書士相談は、シビックセンター５階第２活動室で
も実施。［とき］１０・２４日�１０：００～１２：００

※託児あり（１歳～就学前まで。要申し込み）

《パートタイム労働なんでも相談》
�６２４－２６１１
［対象］市内在住・在勤・在学の人
［日時］８日� １０：００～１２：００

《ウオーキング相談》�６５６－０５３１
［対象］市内在住で医師から運動制限の指
示を受けていない４０歳以上の人【要予約】
［日時］５・１９日�１３：００～１５：００

《女と男の生き方相談》
�６２４－２６１３
［対象］市内在住・在勤・在学の人

◆女性センター開所日
１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

年末年始

１８：００～２０：００
１日�・６日�
８日�・１３日�
１５日�・２０日�

一 般 相 談
カウンセリング
・電話
・面談（要予約）

夜 間 相 談
・電話（要予約）
・面談（要予約）

《専門員による相談》［対象］市内在住の人

１３：００～１６：００
１３：００～１５：００
１３：３０～１６：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１３：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

１３・２０・２７日�
４日�
５・１９日�
７・２１日�
毎週月・金曜
毎週火曜
２８日�

毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士※
行政相談委員
人権擁護委員
土地家屋調査士
司 法 書 士
行 政 書 士
住まいづくり
心 配 ご と
（相続・離婚など）

交 通 事 故

《医師・保健師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【要予約】

１３：００～１５：００

１３：３０～１５：３０

１３：００～１５：００
１３：３０～１５：３０

１３：００～１５：００

１３：００～１７：００

１２・２６日�

１３日�

１２・２６日�
１３日�

２１日�

２７日�

一般健康相談
禁煙支援相談

認知症予防相談
こころの健康相談

家族などの介護を
行う人の健康相談

歯 科医師相談

生活習慣改善相談※

電話番号

６５２－６０５５

６５２－３３４９

６２２－０６４２

６２３－２６８０

６５２－６８１４

６２２－３９３９

６５２－６６３５

６６２－０５５８

６５３－２９８２

６６４－０３６１

６３２－２５９４

６３１－１２０３

６５３－２０７１

６６８－５５７７

６３１－６７７３

６６９－０９５１

６３１－０５３９

６６８－０８３１

６４４－０２５０

６４４－０３５０

６６５－０１０９

６６５－０３４１

６４１－１０８０

６４１－１０８３

６４２－１１８２

６４２－５８７７

６４２－５８６６

所 在 地

幸町３丁目７３番地

東山手町２丁目１６番地

佐古六番町１丁目２号

富田橋２丁目２８番地

福島一丁目７番５３号

住吉三丁目５番１２号

北前川町２丁目１０番地

津田西町二丁目５番３４号

南昭和町６丁目３番地

南沖洲五丁目５番７７号

庄町５丁目１４番地の８

鮎喰町２丁目１１番地

城南町四丁目１番５６号

八万町橋本９３番地の３

南矢三町一丁目７番６８号

勝占町中須１５６番地の１

不動本町２丁目１４０番地の７

上八万町樋口１５１番地の１

一宮町東丁２３１番地

入田町笠木１１番地

川内町大松２１番地の３

川内町宮島錦野１６０番地の１

応神町吉成字長田９３番地の１

応神町古川字高良６４番地の３

国府町中６２番地の２

国府町西黒田字南傍示２７５－１

国府町日開１００６番地

幼稚園名

内町幼稚園

新町幼稚園

佐古幼稚園

富田幼稚園

福島幼稚園

城東幼稚園

助任幼稚園

津田幼稚園

昭和幼稚園

沖洲幼稚園

加茂名幼稚園

加茂名南幼稚園

八万幼稚園

八万南幼稚園

千松幼稚園

大松幼稚園

不動幼稚園

上八万幼稚園

一宮幼稚園

入田幼稚園

川内北幼稚園

川内南幼稚園

応神幼稚園

応神幼古川分園

国府幼稚園

北井上幼稚園

南井上幼稚園

備 考

三味線・撥・指かけ・ヒザゴム必要

教材費１，３００円程度

教材費１，３００円程度

書道用具必要

手ぬぐい・扇子必要

３月まで。

３月まで。

１２月まで。

３月まで。

３月まで。

１２月まで。

※親子リトミック（A）は、平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生まれの幼児と保護者対象。親子リトミック（B）は、平成１４年４月２日～平成１５年４月１日生まれの幼児と保護者対象。

受講料

１１，５００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

８，９００

１１，５００

１１，５００

２１，０００

２１，０００

１０，５００

２１，０００

２１，０００

１０，５００

時間
１３：００～
１５：００
１９：００～
２１：００
１０：００～
１１：００
１１：００～
１２：００
１３：００～
１５：００
１５：３０～
１７：３０
１３：００～
１５：００
１３：３０～
１５：００
１０：００～
１２：００
１０：００～
１２：００
１０：００～
１２：００
１３：３０～
１５：３０
１９：００～
２１：００
１０：００～
１２：００
１３：３０～
１５：３０
１９：００～
２１：００

定員

２６

２０

１０組

１０組

２０

２０

２０

２６

２０

２０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

回数

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

１０

２０

２０

１０

曜日

金

金

金

金

日

日

金

月

月

月

水

水

水

木

木

木

講 座 名

社交ダンス

阿波踊りぞめき教室

（A）

（B）

（A）

（B）

（C）

健康ヨガ

墨絵・彩墨画

新舞踊教室

水曜日午前

水曜日午後

水曜日夜間

木曜日午前

木曜日午後

木曜日夜間

親子リトミッ
ク（※）

カラオケワン
ポイントレッ
スン

パ
ソ
コ
ン
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
講
座

備 考

テキスト代１，１００円程度

教材費（絵の具など）
１０，０００円程度

教材費１回１，０００円程度テキスト代３，５００円

染め教室修了者対象。テキスト必要

愛唱歌曲集２，０００円程度

織機代２２，０００円程度テキスト必要

織物（基礎）修了者対象

４０歳以上の女性対象。テキスト代１，０００円程度

テキスト代２，９００円程度

テキスト代３，０００円程度

受講料

１１，５００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

１１，５００

８，９００

１１，５００

９，５００

８，１００

６，７００

１１，５００

８，９００

１２，４００

１１，５００

８，９００

時間
１８：３０～
２０：００
１０：００～
１２：００
１３：３０～
１５：３０
１３：００～
１５：００
１５：００～
１７：００
１０：００～
１５：３０
１０：００～
１６：００
１３：３０～
１５：３０
１０：００～
１６：００
１０：００～
１６：００
１０：００～
１６：００
１０：３０～
１２：３０
１０：３０～
１２：００
１９：００～
２１：００
１０：００～
１２：００
１５：３０～
１７：００

定員

２６

２２

２２

２４

２４

３０

３０

２５

２６

２６

２６

２８

２６

２０

２６

２６

回数

２０

２０

２０

２０

２０

１０

６

２０

６

５

４

２０

２０

２０

２０

２０

曜日

水

水

水

土

土

水

水

水

木

木

木

木

木

木

金

金

講 座 名

やさしい英語

（A）

（B）

（A）

（B）

藍染・草木染教室

藍研究コース

歌唱教室

織物（基礎）

織物（応用）

織物（創作）

やさしいコーラス

エアロビックダンス

きもの着装

気功・太極拳

やさしい自力整体

俳句

洋画

﹇
問
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わ
せ
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、
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校
教
育
課
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１
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﹇
問
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先
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ク
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ー
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６
２
６
）０
４

０
８

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。



内 容
冬の食卓に明るさを（フラワーデザイン）

ミニティッシュボックスにトールペイ
ントしてみましょう

パッチワークキルト「クリスマス（冬）の顔」

時間はいずれも１８：３０～２０：３０

開催日
１０／６�

１０／１３�

１０／２７�

お祝い品

祝い金と
記念品

徳島市共
通商品券

対象者の年齢

１００歳以上（明治３９年３月３１日以前に
生まれた人）

８８歳（大正６年１０月１日～同７年９月
３０日に生まれた人）

（３） 平成１８年９月１日 第７４２号

INFORMATION

募 集

保健センター臨時保健師
応募資格は、保健師資格を持つ人。雇用
期間・募集人数は▽９月～平成１９年３月＝
１人▽１０月～平成１９年３月＝２人。
申 保健センター（�６５６－０５２９）

くらしの講座
９月２５日�１３：３０～１５：３０。シビックセ
ンター５階第１活動室で。自分でできる住
宅の欠陥チェック。講師は１級建築士・森
兼三郎さん。定員４０人（先着順）。受講は無料。
申 徳島市消費生活センター（�６２５－２３２６
火曜・祝日は休み）

ガラス製赤ちゃん記念品の制作
９月１０日�と２４日�９：００～１２：００。徳
島ガラススタジオ（勝占町中須）で。足型
は３カ月児、手型は１歳児ぐらいから。定
員は各１０人（先着順）。１個４，０００～５，０００円。
申 徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）

わくわくクラフト教室
シビックセンター５階第２活動室で。対
象は１６歳以上の人。定員は各１５人（先着順）。
受講料は各１，０００円（材料費別）。

申 ９月１３日�～２７日�にシビックセンタ
ー（�６２６－０４０８ 火曜は休み）へ。

応急手当の実技講習会
９月１７日�１３：００～１６：００。東消防署（新
蔵町１）で。人工呼吸法や心臓マッサージ、
止血法など。受講は無料。
申 東消防署（�６５６―１１９５）、西消防署（�
６３１―０１１９）

催 し

９月の市立図書館おはなし室プログラム
▽２日�お話と絵本▽９日�大型紙芝居
各１０：３０～１１：００。▽１０日�エンジョイイ
ングリッシュ。１０：００～１１：００。いずれも
参加は無料。
問 市立図書館（�６５４－４４２１）

ガラス工芸ミニワークショップ
９月１０日�１３：３０～１６：３０（受け付けは

１６：００まで）。シビックセンター３階ロビー
で。対象は小学生以上。電子レンジを使っ
てガラスを溶かし、ブローチやキーホルダ

ーを制作。材料費１個７００円。
問 シビックセンター（�６２６－０４０８）

介護技術講座
９月９日�１３：３０～１５：００。ふれあい健
康館（沖浜東２）１階福祉コーナーで。寝
たきりにならないための体づくり。講師は、
介護支援専門員・正木美帆さん。希望者は、
直接会場へ。参加は無料。
問 生涯福祉センター（�６５７－０１９０）

コミュニティカレッジ講座生作品展
９月９日�・１０日�９：００～２１：００（１０
日は１６：００まで）。ふれあい健康館（沖浜東
２）１階きっかけ空間で。陶芸、手芸、ガ
ーデニングなどの作品を展示。入場は無料。
問 生涯福祉センター（�６５７－０１９０）

夜の動物園
９月３０日�、１０月７日�・１４日�・２１日
�１８：００～２１：００（発券は１７：３０～２０：００）。
入園料は一般５００円、中学生以下は無料。
駐車場利用は予約制（入園の予約は不要）。
予約は、往復はがき（１台につき１枚）に、
「夜の動物園駐車申し込み」と明記し、希望
日・住所・名前・電話番号・返信あて名を
記入し、９月５日�（必着）までに、とくし
ま動物園（〒７７１－４２６７ 渋野町入道２２－
１）へ。応募多数の場合は抽選。駐車料金
は普通車３１０円、大型車１，２６０円。
問 とくしま動物園（�６３６－３２１５）

お 知 ら せ

敬老のお祝い
長寿のお祝い品などを贈呈（下表参照）。
米寿の人には、買い物を通じて社会参加と
いきがいの高揚を図るため、徳島市共通商
品券（利用できる店舗は、同封のしおりに
掲載）を贈呈。９月末日までに自宅へお届
け。有効期限にご注意を。

問 ながいき課（�６２１－５１７６）

児童手当制度拡充に伴う
申請は９月末までに
支給対象が小学校６年生修了前までに拡
大され、所得制限が引き上げられたことに
伴い、新たに受給対象となった人は、９月
３０日�まで（だたし、土・日・祝日を除く）
に申請を。１０月以降に申請すると、４月ま
たは支給要件に該当した日の属する月の翌
月にさかのぼって受給できる特例措置が適
用されないのでご注意を。
問 子育て支援課（�６２１－５１９４）

障害福祉サービス
補装具の制度が変わります
身体障害を持つ人の日常生活などに必要
な補装具の支給は、１０月申請分から利用者
負担が定率１割（ただし、所得の状況に応
じて負担上限あり）に。また、種目は、点
字器、頭部保護帽、人工咽頭、歩行補助杖
（一本杖のみ）、収尿器、ストマ用装具は補
装具から日常生活用具に、重度障害者用意
思伝達装置は日常生活用具から補装具に変
更され、色めがねは廃止。
対象は身体障害者手帳を持つ人で、受給
には福祉課で申請が必要。必要書類は、装
具により異なるため、購入前に相談を。
問 福祉課（�６２１－５１７７）

各種ドックの受診費用を助成
対象は、申請時に３０歳以上で、徳島市国
民健康保険に１年以上加入し、保険料を完
納している世帯の人。受診期間は１１月～平
成１９年３月。受診場所は申請時に選択。
【日帰り人間ドック】受診場所は、伊月健
診クリニック、沖の洲病院、たまき青空ク
リニック、徳島クリニック、徳島検診クリ
ニック、県総合健診センター、徳島逓信病
院のいずれか。定員は▽婦人科検診なし＝
３５０人▽婦人科検診あり＝２００人。自己負担
額は▽婦人科検診なし＝１０，４００円▽婦人科
検診あり＝１１，３００円。
【脳ドック】受診場所は、伊月病院、沖の
洲病院、協立病院、田岡病院、高杉内科外
科小児科脳外科病院、徳島健生病院、徳島
市民病院、中洲八木病院、虹の橋クリニッ
ク、林病院、水の都脳神経外科病院のいず
れか。定員は１５０人。自己負担額は６，１００円。
申 保険証を持参し、９月８日�～２９日�
に保険年金課７番窓口（市役所１階�６２１
－５１５９）へ。応募多数の場合は抽選。

小作台帳の縦覧
８月１日現在の小作地の所有状況を９月

２９日�まで農業委員会事務局（市役所３
階）で縦覧。関係者はご確認を。
問 農業委員会事務局（�６２１－５３９３）

農地の貸し借りの申し出を受け付け
農業経営基盤強化促進法によるもの。対
象は、市街化調整区域の農地で、借り手は
経営規模拡大を志向する農家。特徴は▽農
地法の許可は不要で小作地所有の制限は受
けない▽契約期間が過ぎれば離作料を支払
うことなく、確実に返してもらえる－など。
申 貸し手・借り手の印鑑、貸借する土地
の登記事項証明書を持参し、９月１１日�ま
でに、農業委員会事務局（市役所３階 �
６２１－５３９３）へ。

選挙人名簿の新規登録者の書面縦覧
９月３日�～７日�８：３０～１７：００。市
選挙管理委員会事務局（市役所９階）で。
９月２日に新たに選挙人名簿に登録する人
（９月１日現在登録資格者）および同日ま

でに新たに在外選挙人名簿に登録する人の
書面を縦覧。異議の申し出は、縦覧期間内に。
問 選挙管理委員会事務局（�６２１－５３７３）

漁調選挙人名簿の登録受け付け
９月１日�～５日�８：３０～１７：００。市
選挙管理委員会事務局（市役所９階）で。
徳島海区漁業調整委員会委員選挙人名簿へ
の登録申請を受け付け。対象は、次のすべ
ての要件に該当する人。▽９月１日現在、
市内に住所または事業所を有している▽年
間９０日以上漁船を使用する漁業を営むか、
漁業者のために漁船を利用して行う水産動
植物の採捕や養殖に従事している▽昭和６１
年１２月６日以前の生まれ。
問 選挙管理委員会事務局（�６２１－５３７３）

農作業事故にご注意を
８～１０月は「秋の農作業安全運動月間」。
高齢化、農作業の機械化が進む中、機械使
用中の死傷事故が後を絶ちません。農繁期
には作業が安全で快適にできるよう細心の
ご注意を。特に、農業機械は格納するまで、
安全使用・運転を。
問 農林水産課（�６２１－５２５２）

電子入札操作練習の参加者を募集
インターネットを利用した電子入札によ
る模擬案件を９月下旬に予定。対象はICカ
ードを購入済みで徳島市に本社・本店を有
する業者。操作の練習をしたい人は徳島市
ホームページ「電子申請」から申し込みを。
詳しくは徳島市ホームページで。なお、操
作練習は参加者のコンピュータを利用。
問 監理課（�６２１－５３２６）

医師による無料健康相談
ふれあい健康館（沖浜東２）１階きっか
け空間で。徳島地域産業保健センターとの
共催。▽休日健康相談・メンタルヘルス健
康相談＝９月１０日�１３：００～１５：００▽夜間
健康相談＝９月１５日�１９：００～２１：００
問 生涯福祉センター（�６５７－０１９０）

浄化槽の一斉調査にご協力を
９月４日�～１１月１０日�。県の委託を受
けた	徳島県環境技術センターが、浄化槽
の設置・維持管理・保健所への届け出状況
などを調査。対象は国府地区（南井上・北
井上地区を除く）。調査員がお伺いした際に
はご協力を。なお、他の地区でも今後調査
を順次実施。
問 	徳島県環境技術センター（�６３６－
１２３４）、生活環境課（�６２１－５２１７）

市立図書館は９月１６日～３０日休館
９月１６日�～３０日�まで、図書整理のた
め休館。
問 市立図書館（�６５４－４４２１）

９月は固定資産税
第３期分の納期月です
納期限は１０月２日�

いきいき高齢者講座
［ところ］ふれあい健康館（沖浜東２）
第２会議室（第３回のみ同館１階ホール）
［対象］６５歳以上の市民。ただし、第３回
は、医師から運動制限を受けていない人
［定員］各６０人（先着順）
［受講料］無料

［申し込み］保健センター（�６５６－０５３４）

ウオーキング講座～足から健康～
効果的な歩き方など。講話と実技。
［とき］９月２５日～１１月２０日の毎週月曜
日（１０月９日は除く）１３：３０～１５：００（受
け付けは１３：００～）［ところ］保健センタ
ー（沖浜東２ ふれあい健康館内）
［対象］医師から運動制限を受けていな
い６５歳以上の市民で、全日程に参加でき
る人。ただし、過去にウオーキング講座
を受講した人は除く。
［定員］２５人（先着順）［受講料］無料
［申し込み］保健センター（�６５６－０５３４）

高齢者食生活改善教室
簡単！実践！バランスのよい食生活

講話と調理実習。筆記用具、エプロン、
三角巾、タオル持参で。
［とき］９月２９日�１０：００～１３：００（受

け付けは９：３０～）
［ところ］保健センター調理実習室（沖
浜東２ ふれあい健康館内）
［対象］６５歳以上の市民
［定員］３０人（先着順）［受講料］無料
［申し込み］９月８日�までに保健セン
ター（�６５６－０５３４）へ。

脳の健康教室
徳島市協働支援事業としてNPO法人が、
簡単な読み書き・計算による介護予防の
ための「脳の健康教室」を実施。
［とき］１０月６日～平成１９年３月３０日の
毎週金曜日
［ところ］しらさぎ台まちづくり活動セ
ンター（上八万町西山）
［定員］４０人（先着順）
［テキスト代］６，０００円（半年分）
［問い合わせ］NPO法人なのはな徳島（�
６４４－３５０８）、ながいき課（�６２１－５１７６）、
市民協働課（�６２１－５５１０）

ポポリリオオ予予防防接接種種をを実実施施高高齢齢者者対対象象のの健健康康づづくくりりのの講講座座いいろろいいろろ
保健センター母子保健ルーム（沖浜東２
ふれあい健康館２階）で実施します。接種は
無料。
［対象］生後３カ月～９０カ月未満で、２回投
与を受けていない乳幼児。
［実施日］９月５日�・７日�・８日�・１２
日�・１３日�・１４日�・１５日�
［受付時間］１３：００～１４：００

ポリオの追加接種をお勧めします
昭和５０年～５２年生まれの人は、ポリオの免
疫保有割合が他の年齢の人に比べて低いこと
から、▽ポリオウイルスが根絶されていない
国に渡航する▽お子さんが予防接種を受ける
－場合は、再接種をお勧めしています。
接種は、県立中央病院・徳島大学病院、徳
島赤十字病院の各小児科で実施（予約が必要）。
なお、任意のため有料。
［問い合わせ先］保健センター（�６５６－０５４０）

内 容
見なおそう！お口の健康法
～食べる楽しみを維持するために～
徳島大学大学院助教授 日野出 大輔さん

見逃さないで！うつのサイン
～もしかしたら？と思ったら～
医師 斎藤 孝一さん

転倒予防のための足・腰・おなか
の筋力アップ（講話と実技）
理学療法士 平島 賢一さん

時間はいずれも１３：３０～１５：００（受け付け１３：００～）

とき

９／２６
�

１０／２６
�

１１／２９
�

回

１

２

３

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申



ク
ラ
ン
ク
イ
ン
会
見

第７４２号 平成１８年９月１日 （４）

グ
ロ
ー
カ
ル
と
は
、
「
グ

ロ
ー
バ
ル
」と「
ロ
ー
カ
ル
」

を
合
わ
せ
た
造
語
。

「
世
界
的
な
広
い

視
野
を
持
ち
な
が

ら
、
地
域
で
活
動

し
て
い
く
」
と
い

う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害

者
、
難
病
患
者
ら

が
、
自
分
ら
し
く
、

喜
び
を
も
っ
て
生
き
て
い
け

る
社
会
を
目
指
し
て
、
行
政

や
民
間
企
業
で
は
難
し
い
そ

の
人
に
合
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
き
た
い｜

。
そ
ん
な
思

い
を
共
に
す
る
仲
間
が
集
ま
っ

て
「
阿
波
グ
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ

ト
」
は
４
年
前
か
ら
活
動
を
始

め
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
建
築
士
や
医

療
関
係
者
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ

イ
ナ
ー
な
ど
本
業
は
さ
ま
ざ
ま
。

発
足
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

は
、
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
資
格
試
験
の
合
格
祝

い
で
、
同
ネ
ッ
ト
代
表
理
事
と

な
る
本
田
圭
一
さ
ん
や
そ
の
知

人
た
ち
が
集
ま
っ
た
と
き
の
話

だ
そ
う
で
す
。

「
そ
れ
ま
で
自
分
た
ち
で
仕

事
や
勉
強
を
す
る
中
で
疑
問
に

思
っ
て
き
た
こ
と
を
話
す
う
ち

に
『
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
み
ん
な
で

何
か
や
っ
て
み
よ
う
』
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
本

田
さ
ん
。

「
何
事
も
当
事
者
の
意
思
や

ニ
ー
ズ
を
く
み
取
る
こ
と
が
モ

ッ
ト
ー
」
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、

ま
ず
最
初
に
し
た
の
も
、
難
聴

・
失
聴
者
と
問
題
を
話
し
合
う

交
流
会
で
し
た
。
そ
の
中
で
、

浮
か
び
上
が
っ
た
問
題
に
対
し

て
、
一
つ
ず
つ
解
決
し
て
い
こ

う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
ひ
と
つ
が
、
今
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
徳
島
市
と
の

協
働
事
業
の「
家
具
転
倒
防
止
」

で
す
。災
害
弱
者
と
も
い
わ
れ

る
高
齢
者
や
障
害
者
の
家
に
、

家
具
転
倒
防
止
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出

向
き
、
策
を
講
じ
る
こ
の

事
業
。
同
ネ
ッ
ト
で
は
、

実
践
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
育
成
・
派
遣

を
行
う
予
定
で
す
。

活
動
は
こ
れ
だ
け
に
と

ど
ま
り
ま
せ
ん
。
中
途
難

聴
者
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
て
、

携
帯
に
便
利
な
筆
談
ボ
ー

ド
を
２
年
か
け
て
開
発
。

今
年
１１
月
に
は
、
参
加
者

が
実
際
に
車
い
す
な
ど
を
乗

り
比
べ
ら
れ
る
福
祉
機
器
展

を
開
催
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
活
動
の
幅
は

ど
ん
ど
ん
広
が
り
そ
う
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈阿
波
グ
ロ

ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
事
務
局
�

（
６
５
２
）８
０
１
９

映映映映画画画画「「「「眉眉眉眉山山山山－－－－BBBBIIIIZZZZAAAANNNN－－－－」」」」

徳徳徳徳徳徳島島島島島島ロロロロロロケケケケケケがががががが順順順順順順調調調調調調にににににに進進進進進進むむむむむむ
－－監監督督とと出出演演者者ががククラランンククイインン会会見見－－ＮＰＯ法人

阿波グローカルネット

とと
くく
しし
まま

さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
原
作
の
東

宝
映
画「
眉
山
」（
犬
童
一
心
監

督
）の
徳
島
ロ
ケ
が
、阿
波
お
ど

り
シ
ー
ン
の
撮
影
を
皮
切
り
に

市
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

南
内
町
演
舞
場
で
５
日
間
行

わ
れ
た
阿
波
お
ど
り
の
再
現
シ

ー
ン
の
撮
影
で
は
、
連
日
３
０

０
０
人
を
超
え
る
エ
キ
ス
ト

ラ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
の

撮
影
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

演
舞
場
で
の
撮
影
が
始
ま

っ
た
の
を
受
け
、
犬
童
監
督

と
主
演
の
松
嶋
菜
々
子
さ
ん
、

大
沢
た
か
お
さ
ん
、
宮
本
信

子
さ
ん
が
会
見
し
、
徳
島
の

印
象
や
映
画
「
眉
山
」
へ
の

想
い
を
語
り
ま
し
た
。

犬
童
監
督
は
「
最
初
に
原

作
を
読
ん
で
考
え
た
理
想
の

キ
ャ
ス
ト
が
こ
の
３
人
。
３

人
と
も
俳
優
と
し
て
の
華
が

あ
る
。
こ
の
キ
ャ
ス

ト
に
演
じ
て
も
ら
え
る

と
、
観
客
も
楽
し
ま
せ

ら
れ
る
。
徳
島
の
人
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
い

い
作
品
に
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

松
嶋
さ
ん
は
「
阿
波

お
ど
り
に
徳
島
の
プ
ラ

イ
ド
と
自
信
、
人
情
味
や
温
か

さ
を
感
じ
ま
し
た
」。大
沢
さ
ん

は
「
正
直
言
葉
を
失
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
感
動
し
ま
し
た
」
と
初

め
て
見
た
阿
波
お
ど
り
に
感
激

し
た
様
子
。
ま
た
、
徳
島
県
に

先
祖
の
お
墓
が
あ
る
と
い
う
宮

本
さ
ん
は
、
「
眉
山
に
も
会
い

ま
し
た
。
私
の
眉
山
、
僕
の
眉

山
と
い
う
感
じ
」
と
眉
山
の
身

近
さ
を
表
現
。
ま
た
、
特
産
の

ス
ダ
チ
に
つ
い
て
の
質
問
に
、

松
嶋
さ
ん
が
笑
顔
で
マ
イ
ク
を

握
り
「
私
は
、
イ
カ
や
鯛
の
お

刺
身
に
塩
と
ス
ダ
チ
を
搾
っ
て

食
べ
る
の
が
大
好
き
で
す
」
と

言
う
と
、
会
場
の
雰
囲
気
が
一

気
に
和
や
か
に
。

映
画
「
眉
山
」
に
つ
い
て
、

松
嶋
さ
ん
は
「
こ
の
作
品
を
や

ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

た
の
は
、
子
ど
も
を
持
つ
母
と

な
っ
て
は
じ
め
て
母
親
の
気
持

ち
が
分
か
り
、
作
品
に
共
鳴
し

た
か
ら
で
す
」
と
話
し
、
１０
年

ぶ
り
の
映
画
出
演
と
な
る
宮
本

さ
ん
も
「
映
画
っ
て
素
晴
ら
し

い
。
徳
島
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

人
情
と
風
土
の
中
で
撮
影
が
で

き
て
幸
せ
で
す
」、大
沢
さ
ん
も

「
俳
優
と
し
て
の
代
表
作
に
し

た
い
」
と
、
映
画
に
か
け
る
想

い
を
そ
れ
ぞ
れ
話
し
ま
し
た
。

徳
島
で
の
撮
影
は
、
９
月
下

旬
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
と
企
業
の
す
き
間
を
サ
ポ
ー
ト

９３

▲会見に臨む犬童監督、大沢さん、松嶋さん、宮本さん（左から）

▲南内町演舞場での撮影風景

徳
島
城
は
、
天
正

１４
（
１
５
８
６
）
年

に
完
成
し
た
と
さ
れ
、

今
年
で
築
城
４
２
０

年
を
迎
え
ま
す
。
ま

た
、
今
年
１
月
に
は
、

そ
の
歴
史
性
や
築
城

技
術
の
価
値
が
認
め

ら
れ
、
徳
島
城
跡
は

国
指
定
史
跡
に
な
り

ま
し
た
。

徳
島
城
博
物
館
で

は
、
こ
れ
を
記
念
し

て
、
徳
島
城
を
描
い
た
絵
画
や

絵
図
、
藩
主
が
暮
ら
し
た
御
殿

の
障
壁
画
、
城
の
歴
史
を
物
語

る
古
文
書
な
ど
を
一
挙
展
示
し

ま
す
。

﹇
と
き
﹈
９
月
１
日
�
〜
１０
月

１５
日
�

﹇
と
こ
ろ
﹈
企
画
展
示
室
な
ど

﹇
主
な
展
示
作
品
﹈「
蜂
須
賀
蓬

庵
画
像
」
個
人
蔵
、
「
柳
ニ
水

車
図
板
戸
」同
博
物
館
蔵
、「
徳

島
城
鬼
瓦
」
徳
島
工
業
高
校
蔵
、

「
阿
波
志
」
後
藤
雅
章
氏
蔵＝

徳
島
県
指
定
文
化
財

＝

展
示
解
説＝

﹇
と
き
﹈
９
月
１６
日
�
、
１０
月

９
日
�
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
２
時
〜

﹇
講
師
﹈
同
博
物
館
学
芸
員

﹇
入
館
料
﹈
大
人
３
０
０
円
、

高
校
・
大
学
生
２
０
０
円
、
中

学
生
以
下
は
無
料
。

徳島城
博物館

築城４２０年・
国指定史跡記念企画展

「「「「
徳徳徳徳
島島島島
城城城城
とととと
そそそそ
のののの
時時時時
代代代代
」」」」

▲同ネットが主催した「地震対策家具転
倒防止市民講演会」

▲「徳島城図」徳島県立博物館蔵

とくしま植物園講習会 参参加加者者募募集集第２８回日本文化デザイン会議 ’０６inとくしま阿波牛ファミリーバーベキュー
徳島・生バトル・トーク・リレー

阿波牛肉普及促進のた
め「阿波牛ファミリーバ
ーベキュー」を開催しま
す。参加はチケット制で、
前売りのみとなっていま
す。
［とき］１０月９日�１０：５０
～１３：３０（チケットの受け付けは１２：３０まで）
［ところ］吉野川河川敷広場（吉野川南詰め西側）
［チケット］ファミリー券＝６，８００円（阿波牛肉１
㎏）、BIGファミリー券＝１万円（阿波牛肉１．５㎏）。
いずれも野菜・タレ付
［チケット取扱場所］小山助学館本店、平惣徳島店、
市内の阿波牛取扱店（徳島県阿波牛販売推進協議会
加盟）、徳島市役所１２階売店
［発売期間］９月３０日�まで。なお枚数に限りあり
［問い合わせ先］徳島市阿波牛普及推進協議会事務
局（農林水産課内）（�６２１－５２５２）

◆園芸教室（秋コース）

日本文化デザインフォー
ラムの論客が、「とくしま」
の魅力を来場者とともに楽
しく語ります。
［と き］１０月１３日�１５：００
～１８：００
［ところ］ザ・パシフィッ
ク・ハーバー（中洲町３）
［講師］サエキけんぞうさん（右上写真）、榎本
了壱さん、黒川紀章さん、園山真希絵さんほか
［参加費］無料。飲食代は参加者負担。
［申し込み・問い合わせ先］往復はがきに、
郵便番号・住所・名前・平日昼間に連絡可能な
電話番号、返信あて名を記入し、９月２２日�（当
日消印有効）までに、国民文化祭実行委員会
（〒７７０－８５７１ 幸町２－５文化振興課内�６２１
－５３１４）へ。応募多数の場合は抽選。

［時間］１班１０：００～１２：００／２班１３：００～１５：００ ［講師］生田誠治さん
［定員］各班２５人（抽選） ［参加費］５，０００円（５回分）

［対象］徳島市内在住・在勤の人
［申し込み・問い合わせ先］往復
はがきに教室名（園芸教室は希望
の班も）・住所・名前・年齢・電話番
号・返信あて名を記入し、９月１５日
�（必着）までに、とくしま植物園
緑の相談所（〒７７１－４２６７ 渋野町
入道４５－１ �６３６－３１３１）へ。徳島
市ホームページ「電子申請」からも
申し込みができます。

◆初心者のためのガーデニング教室
（秋コース）

［時間］１０：３０～１２：００
［講師］とくしま植物園 緑の相談員
［定員］２０人（抽選）
［参加費］１，０００円（２回分）

内 容
コンテナガーデン 土・肥料・植物選び
小鉢で育てる秋の草花
失敗しない秋植え球根の植え付け・育て方
立体的なガーデニング
冬の花壇造り 花選びと植え付け方

開催日（２班）
９／２８�
１０／５�
１０／１９�
１１／２�
１１／１６�

開催日（１班）
９／２７�
１０／４�
１０／１８�
１１／１�
１１／１５�

回
１
２
３
４
５

内 容
ハンギングバスケッ
トを作ってみよう！
簡単にできるコンテ
ナガーデン
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